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◇あとがき◇
　ふとしたことから野鳥の観察に興味が出て，
都内でどのような野鳥がみられるかを調べてい
る。スズメ，カラス，ハトは皆さんもよくご存
じの種であろう。他にも，ツバメは季節の鳥と
してお目にかかる機会が多い。ヒヨドリ，ムク
ドリ，メジロ，オナガ，ワカケホンセイインコ，
シジュウカラ，エナガ，コゲラなど多くの野鳥
が都内でも観察できることがわかった。さら
に，自宅のそばの石神井川では，カモ，カワウ，
サギ，セキレイなどもみられ，意外なことにカ
ワセミも生息している。都会は野鳥にとって住
みにくい場所という先入観がある人が多いと思
うが，実はある種の鳥にとっては営巣・繁殖可
能な場所であることがわかる。長年野鳥の観察
をしてきた唐沢孝一先生によると，最近ではハ
ヤブサなどの猛禽類も都会に住むようになって
いるという（参考：都会の鳥の生態学，中公新
書）。人が出す食べ残しなどの餌が多いという
環境だけでなく，超高層ビルの上にも営巣する
鳥がいるということを知り，野鳥の生きる知恵
に大いに驚いた。私の実家のそばのかなり高い
送電塔の上では，何千というツバメが夕刻に集
まり，近くのねぐらである葦原へ群れで飛び立
つ姿が観察できる。近くの公園ではムクドリの
群れがセミを追いかけて捕食している姿も観察
できた。人類は自然を破壊しながら地上に生息
地を営巣してきたが，それに負けない多くの鳥
が人類の巣の近くに共存している。地球の温暖
化はすでに沸騰化のレベルになっている，との
警鐘が先日国連事務総長から出されたが，この
ままでは人類だけでなく多くの生命体が地上か
ら消滅する可能性がある。今こそわれわれも便
利さのみを追求する文明という魔物に取りつか
れていることを自覚し，地球上の多くの生物が
共存して生きていけるように方向転換すること
を迫られているのではないだろうか。
　さて，今月号は小児精巣疾患の特集である。
種の保存に関わる大事な臓器についての知識を
深めていただければ幸いである。お忙しいなか
貴重な原稿をお寄せくださった先生方にこの場
を借りて御礼申し上げる。
 （金森　豊）
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